
協議事項１

韓国江原道教育庁との教育交流について

平成２２年８月１９日

教 育 総 務 課

平成２０年７月以来、鳥取県教育委員会と韓国江原道教育庁との教育交流事業は中

断していましたが、本年７月に就任された閔丙熹江原道教育監より書簡（別紙）が届
ミンビヨンヒ

き、交流再開に向けた意見交換会開催についての打診がありました。

今後、実務者レベルで同道教育庁と調整を行っていく予定です。

《参考：平成２２年度に当初予算措置している韓国江原道教育庁との教育交流事業》

事 業 名（担当課） 内 容

江原道教育庁との教育交流事業 相互訪問し、鳥取県・江原道教育交流事

（教育総務課） 業を実施

韓国江原道との教員交流事業 教職員同士が相互交流し、教育問題等の

（小中学校課） 情報交換を実施

韓国江原道との児童生徒交流事業 児童生徒が相互交流し、相互理解と友好

（小中学校課） を深め、国際感覚を涵養

日韓家庭・地域教育交流事業 保護者等が相互交流し、家庭や地域が抱

（家庭・地域教育課） える根幹的な諸課題を協議

鳥取県・江原道生涯スポーツ交流事業 県民スポーツ・レクリエーション祭に江

（スポーツ振興課） 原道の選手団を受入れ



鳥取県教育委員会

教育長 横濵 純一 様

民選初代江原道教育監の閔丙熹でございます。まず、当選の際、お祝い文書を送ってく

ださいました横濵教育長様に深く感謝申し上げます。

江原道教育庁は、｢みんなのための教育｣を江原教育の未来像として設定し、｢幸せな学校、

共にする江原教育｣を果たしていきたいと思っております。学校では学生に対し｢競争｣より

は｢協力｣の精神を学ぶようにし、お互いが助け合い、共存する共同体の一員になるための

教育をしなければならないということが私の教育哲学でございます。

北東アジアの国際関係においても日本と韓国は消耗的な競争や葛藤の状態から脱し、両

国民の共同の幸せな未来を目指して共に進めて行かなければならないと思っております。

鳥取県教育委員会と江原道教育庁の教育交流は、1995年、姉妹結縁協定を結んでから活
発に進んできたものの、大韓民国の領土である独島(日本名：竹島)に対する日本政府の領有
権主張により、2005年と 2008年、二回も中断されました。
私は江原道の教育監として、両県・道の教育交流が再開され、両国の学生や教育関係者

が相互尊重と共存の土台をしっかりと固めていくことを願っております。しかしながら、

今後、鳥取県の地方政府及び議会におかれては両国間の領土問題に関与しないという前提

があってこそ、中断のない真の友好教育交流が可能であると存じます。

両県・道の教育発展や協力のため、横濵教育長様と共に真率に意見交換できる機会が近々

設けられることを望んでおります。

教育長様のご健勝と鳥取県教育委員会の益々のご発展を祈願致します。

2010年 8月 5日
江原道教育庁

教育監 閔丙熹




